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を大学憲章に掲げています。2016 年度から始まった国立大学の第 3 期中期目標・中期計画期間中の
















持続可能な社会の礎となる先駆的人材の養成に取り組んでいます。2014 年 9 月に本学が代表団体
として設立した「北陸 ESD 推進コンソーシアム」では、学校や企業等様々な団体や関係者が、北陸
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金沢大学環境方針 






































  ～Environmental Management Report 2018, Kanazawa University～ 






環境教育の推進 ・環境問題に関する見識を備えた人材を育成するため、環境ESD を推進する。 
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けた現状を認識させています。５つの KUGS のうちの 1 つ「未来の課題に取り組む」知識・能力を









































ドがここにはそろっています。3 学域 16 学類体制
になって最初の 3 年生が誕生した 2010 年に、こ
こでのインターンシップを全学規模で開始しました。



















































（附属幼稚園 木林 晴美） 
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1.環境に関する教育と研究 
  ～Environmental Management Report 2018, Kanazawa University～ 






（写真 1）や SNS（写真 2）を利用しました。実験期間は、呼びかけ（告知）効果を計測するために
告知前の 2 週間（2017 年 5 月 22 日～6 月 4 日）、さらに告知期間の 1 週間（同年 6 月 5 日～11
日）、計測期間の 2 週間（同年 6 月 12 日～25 日）、計 5 週間です。実験場所は金沢大学人間社会学








了時に実施しました。調査期間は、同年 7 月 24 日～25 日です。回収サンプル数は、211 です。講














（人間社会研究域経済学経営学系 藤澤 美恵子） 
写真 1 実験告知ポスター 写真 2 Twitter の内容 写真３ 発表するゼミ生 
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1.環境に関する教育と研究 
  ～Environmental Management Report 2018, Kanazawa University～ 
◆ 地域特産の藻場造成材を活用した藻場再生への取組み 
近年、能登半島においてアワビやサザエの漁獲量が激減し、例えば輪島地区ではアワビの漁獲量が 









フィールド実験を 2013 年 11 月から 2017 年 10 月まで 4 年間にわたって実施し、カジメ群落再
生の可能性や課題について調査しました。 
藻場造成材を沿岸海域に設置した 4 年後の 2017 年には造成材上に総計 14 個体のカジメ属の生
長が観測されました（写真 2）。藻場造成材上で生長したカジメ属は、ツルアラメとクロメの分類形質
である匍匐根（ほふくこん）を持たなかったため、ツルアラメではなくクロメであることが明らかに




















 写真 1 投入前の藻場造成材    写真 2 海中の藻場造成材   写真 3 生長した褐藻クロメ 
 
 
            （理工研究域サステナブルエネルギー研究センター 三木 理） 
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1.環境に関する教育と研究 














高い所です。9 月に 1 ヶ月弱インドネシアのアンダラス大学から 3 名の公衆衛生関係の大学生が我々






























地下実験室の整備を開始し、1995 年 1 月末にプレハブ小屋に 2
台の検出器を設置して測定を開始しました。現在では世界最多と
なる 17 台のガンマ線検出器を設置し尾小屋地下実験室 Ogoya 
Underground Laboratory（OUL）として知られています。微
弱放射能測定を目的とした地下実験室は世界的に 10 施設程度と
少なく、わが国では OUL の他に 3 施設程度しかありません。 
 微弱放射能測定を妨害し、通常の遮へいでは除去できない最大
の雑音要因は、宇宙線から生成する高速のミュウ粒子です。OUL













載されています。Science, 338, 583 - 
1587（2012）, Science, 333, 1119 - 
1121（2011）。福島第一原子力発電所事故
以降は、主に、北太平洋全域、東シナ海、日本海の極微弱な放射性セシウム（特に注目されるのは福
島起源と断定できる半減期 2.06 年の放射性セシウム 134）の濃度分布を測定しています。現在、こ








（環日本海域環境研究センター 濵島 靖典） 





図 1 トンネル断面図。左が入り口 
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2.環境コミュニケーションの状況 
  ～Environmental Management Report 2018, Kanazawa University～ 
◆ 附属図書館の取組み 
 附属図書館は、第 2 期中期目標・中期計画において「環境問題に関する見識を備えた人材を養成す
ること」という目標を掲げ、2010 年度以降、第 3 期中期目標期間においても引き続き、「環境学コ
レクション」の整備を行ってきました。このコレクションは、環境問題に関する学際的な資料を幅広











・日時：8 月 9 日（水）（3 サイクル制） 
・場所：自然科学系図書館 




















  ・中央図書館 8 月 4 日（金）- 9 月 1 日（金） 
  ・自然科学系図書館 8 月 4 日（金）- 9 月 1 日（金） 













す。合計 3,200 冊の図書を展示し、ほとんどが再利用されました。 
  ・春：中央図書館 
  5 月 18 日（木）- 5 月 19 日（金） 
 自然科学系図書館 
  4 月 18 日（火）- 4 月 20 日（木） 
  6 月 27 日（火）- 6 月 29 日（木） 
  ・秋：中央図書館                  
      11 月 13 日（月）-11 月 14 日（火） 
 自然科学系図書館 































  ～Environmental Management Report 2018, Kanazawa University～ 
◆ 能登学舎での取組み  
 能登学舎は、金沢大学の能登半島での教育・研究・社会貢献の拠点として、三井物産環境基金と地







全に関する 2 つの取組みについて紹介します。 
 
（1）社会人向け人材育成事業の実施 
 金沢大学は地元自治体と連携して、2007 年 10 月から「能登里山マイスター」育成プログラム、
2012 年 10 月から「能登里山里海マイスター」育成プログラムを実施しています。対象は能登の地
域資源を活かした地域活性化・里山里海保全を目指す 45 歳


































  ～Environmental Management Report 2018, Kanazawa University～ 
◆ インドネシアにおける寄生虫のフィールド調査  
 金沢大学では、寄生虫調査・制圧を目的とした海外フィールドワークを 2006 年から継続的に実施













れた寄生虫の種類と陽性率は、回虫 67（41.9%）、鞭虫 15（9.4%）、鉤虫 2（1.3%）、ジアルジ






























 （医薬保健研究域医学系 所 正治） 
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3.地域・社会貢献活動 













































  ～Environmental Management Report 2018, Kanazawa University～ 

















〇 学校における循環型社会形成に係るモデル事業、ESD 研修の実施 
〇 学校教員に対する循環型社会形成に関する研修の実施 
○ ユネスコスクール研修会（北陸 3 県でそれぞれ 1 回ずつ開催） 




《日本ユネスコパートナーシップ事業：北陸における循環型社会形成に向けた ESD の推進》 
（1）北信越ユネスコスクール交流会（2017 年 8 月 6 日、金沢勤労者プラザ） 













（人間社会研究域学校教育系 松本 謙一） 
ESD 富山シンポジウムの様子 北信越ユネスコスクール交流会グループ討議の様子 
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3.地域・社会貢献活動 
  ～Environmental Management Report 2018, Kanazawa University～ 
















   
         
















（医薬保健研究域薬学系 佐々木 陽平） 
写真１ 留学生による薬草解説 写真３ シャクヤク観察会 写真２ 植物観察会 
写真４ アジチ谷での活動 写真５ 白山市との活動 
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4.環境配慮への取組み 

















































を使用した自家発電設備を稼働し、2016 年同様に約 109 万 kWh（角間約 4 万 kWh／年、附属病
院約 105 万 kWh／年）を発電しました。 





 ※2：「エネルギー消費原単位」は、建物延床面積 1m2 当たりの原油概算量（Ｌ）で表します。「エネ
ルギーの使用の合理化等に関する法律」に基づく定期報告書より記載しています。定期報告書で
は、住居に供する施設はエネルギー使用量、延床面積とも対象外です。 
図 1 地区別エネルギー消費量 
774     756    730     729     731 







   キャンパス 
■ その他 
■ 平和町・東兼六  




  ～Environmental Management Report 2018, Kanazawa University～ 
また、自然エネルギーの利用も行っており、現在、自然科学系図書館、自然科学 1・2 号館、自然
科学本館及びインキュベーション施設の各屋上には 5 基 170kW の太陽光発電パネルが、附属高校校
舎、体育館及び附属病院屋上に 3 基 30 kW の太陽光発電パネルが設置されており、角間地区で年間
約 139 万 kWh（角間全体の電気消費量の約 0.6％相当）、平和町地区にて年間約 2 万 kWh、附属病
院地区で年間約 1 万 kWh の電力を供給しています。 
本学では 2014 年度から、原単位（単位面積当たりの使用量）で前年度比 1％以上のエネルギー使







■ 附属病院 ■ 宝町・鶴間キャンパス ■ その他 ■ 平和町・東兼六地区 ■ 角間キャンパス 
図 7 灯油購入量 図 6 重油購入量 
404    390    378    363    372 
図 8 月別電気購入量の推移と平均気温 
図 5 都市ガス購入量 
21    20     23     22     27 
5,571   5,479  5,348   5,396  5,368 
829    760    577    617    606 
図 4 電気購入量 
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4.環境配慮への取組み 
  ～Environmental Management Report 2018, Kanazawa University～ 
◆ 水資源の利用状況 















 表 1 に把握している大気排出濃度測定結果をまとめて記載しましたが、いずれも法令の規制値を大
幅に下回っており、適正な運転・管理が行われていることを示しています。なお、角間北地区、宝町・
鶴間地区等の A 重油ボイラーは主に冬季のみの暖房用に使用しています。また 2017 年度にはその
他（寮）で暖房用Ａ重油ボイラー1 台を廃止しました。上記の測定結果を基に算出した年間の総排出




2013 2014 2015 2016 2017 規制値 2013 2014 2015 2016 2017 規制値 2013 2014 2015 2016 2017 規制値
角間南地区 ガス冷温水器　 3台 31 30 31 33 35 150  <0.01  <0.01 0.00 0.00 0.00 12.65 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.10
角間南地区 ガス発電機      1台 49 42 58 64 50 600 0.02 0.01 4.00 0.00 0.00 3.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.05
角間北地区 Ａ重油ボイラー  3台 87 79 94 55 77 180 0.68 0.67 0.96 0.81 0.74 14.40 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.30
附属病院地区 ガスタービン　　 3台 35 27 36 18 29 70 - - - - - - - - - - - -
附属病院地区 ガスボイラー     4台** 53 59 58 44 45 180 - - - - - - - - - - - -
宝町・鶴間地区 Ａ重油ボイラー  4台* 30 68 66 68 73 180 0.09 0.59 0.38 0.33 0.28 7.23-7.4 0.01 0.01 0.02 0.01 0.01 0.30




換算ＮOｘ濃度 (ppm） SＯx排出量 （Ｎｍ3/ｈ） 換算ばいじん濃度 （ｇ/Ｎｍ3）
2013 2014 2015 2016 2017 2013 2014 2015 2016 2017 2013 2014 2015 2016 2017
角間北地区 Ａ重油ボイラー3台 363 327 482 278 314 3 3 4 4 3 33 47 38 73 33
表 2　ばいじん等の大気排出量の計算例
NOx排出量（ｔ） SOx排出量（ｔ） ばいじん排出量（kg）
52     50     50     47   47 50      48     48      45     46 
■ 附属病院 ■ 宝町・鶴間キャンパス ■ その他 ■ 平和町・東兼六地区 ■ 角間キャンパス 
図 2 下水（市水・井水）排水量 図 1 上水（市水・井水）排水量 
-23-
4.環境配慮への取組み 


























環境保全センターでは 2016 年度まで一部廃液の自家処理を行なっていましたが、2017 年度か
らすべての廃液を委託処理に移行しました。 
 
◆ PCB 廃棄物 




注； 産業廃棄物Ａは容器包装プラ（PET 含む）、空き缶、空き瓶。 
   産業廃棄物Ｂは上記以外で、主に実験・実習等で使用したもの 
   です。 
図 2 区分別の廃棄物発生量 
1,723   2,120   1,723   1,789  1,869 ■ 附属病院 
■ 宝町・鶴間キャン 
   パス 
■ その他 
■ 平和町・東兼六   









2013 2014 2015 2016 2017 2013 2014 2015 2016 2017
古紙　* 259.9 251.1 245.4 251.4 256.9 98.6 99.0 99.0 99.0 96.3
ペットボトル 36.4 37.6 35.5 36.8 36.1 99.9 100.0 100.0 100.0 100.0
蛍光灯 1.6 3.0 2.1 1.7 1.4 96.0 96.7 76.4 94.2 94.1
金属くず 96.0 94.6 83.3 80.4 15.5 93.2 99.9 100.0 100.0 100.0








図 1 地区別の廃棄物発生量 
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4.環境配慮への取組み 
  ～Environmental Management Report 2018, Kanazawa University～ 
年以降は製造や新たな使用は禁止され、国の定めた処分期限内に必ず廃棄処理しなければなりません。 












図 1 は、PRTR 法で届け出が必要な
主な化学物質の取扱量の経年変化を示
しています。この表では大学全体の取扱量の変化を示しています。 


























取  扱  量 2,330 kg 2,600 kg 4,250 kg 1,010 kg
大気への排出量 310 kg 100 kg 160 kg 110 kg















図 1 PRTR 法届出物質取扱量の年次変化 
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4.環境配慮への取組み 










































        図 1 二酸化炭素排出量 
49     46     45     44     45 
教職員（人） 学生　（人） 合計　（人）
2013年度 1,140 2,282 3,422 2,360
2014年度 1,085 2,053 3,138 2,291
2015年度 1,150 1,994 3,144 2,179
2016年度 1,204 2,061 3,211 2,187






2013年度 2,541 3,338 5,879
2014年度 2,418 3,003 5,421
2015年度 2,563 2,917 5,480
2016年度 2,683 3,015 5,698


































表 1 に、2017 年度の調達実績（公共工事に関するものは除く）を示します。表に示すとおり、物
品調達に関しては、20 分野 205 品目すべてで、目標を達成しました。 
 
2018 年度も同様の方針を定め、目標値の達成、循環利用等の推進に努めていきます。なお、環
境物品等の調達方針及び調達実績の概要等詳細は、下記の Web サイトに掲載しています。 
http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/ad_keiri/keirika/zaityot/HP/green/kankyou.html 
分   野 目標 総調達 特定調達物品 目標達成
紙類（7品目） 100% 190,002kg 190,002kg 全品目100%
文具類（82品目） 100% 379,473個 379,473個 全品目100%
文具類 [グラウンド用白線]（1品目） 100% 316kg 316kg 全品目100%
オフィス家具・インテリア等（17品目） 100% 2,896個 2,896個 全品目100%
オフィス家具・インテリア等
 [カーペット等]（4品目） 100% 763㎡ 763㎡ 全品目100%
ＯＡ機器（19品目） 100% 69,578個 69,578個 全品目100%
家電製品（照明,エアコン等含む21品目） 100% 1,883台 1,883台 全品目100%
役務（18品目） 100% 11,105件 11,105件 全品目100%
他の特定調達物品（35品目） 100% 100,301個 100,301個 全品目100%
他の特定調達物品
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館購買前に設置している「リ・リパック」トレー回収 BOX でも回収しており、10 円を返金する代
わりに 1 枚 10 円分の募金として寄付しています（2017 年度は東日本大震災ボランティア活動支援
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◆ 「金沢大学キャンパス環境整備の会」の活動 
 当会は 2009 年、本学の退職者が、「角間キャンパスの緑化･整備推
進に貢献する」という趣旨の下に集まって立ち上げ、2018 年度で
10 年目の活動に入ります。2017 年度の会員は 14 名で、4 月から
11 月までの間、週 1 回、2 時間の作業です。雨の日は休みとし、2017
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◆ 第 12 回学生リユース市 
 2018 年 3 月 21 日（水・祝）に、金沢大学角間キャンパスにて第 12 回学生リユース市を開催し
ました。この活動は、この 3 月に卒業予定の学生から使わなくなった家具・家電を無料で引き取り、







こと」「開催時期を 3 月下旬の開催にすること」の 2 点を改善し、良い結果を得ることができたため、
今回も同様に行いました。回収期間には多くの卒業生の方々からお問い合わせをいただき、約 200
点の家具・家電を集めることができました。 


















   
 卒業生から提供いただいた家具・家電 熱心に選ぶ来場者 会計・配送受付ブース 
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6.学生活動 
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◆ 寄り添い続けること ～東日本大震災から 7 年～ 
私たち金沢大学ボランティアさぽーとステーションは、2011 年の東日本大震災で被災した岩手県
陸前高田市を中心にボランティア活動を継続して行ってきました。このボランティア活動は、震災発
生から 2 か月後に初めて行って以来、毎年活動を重ね、2017 年度の派遣をもって 37 回目を迎え
ました。参加学生数はこれまで 1,000 名を超え、2018 年度は節目となる 40 回目ボランティア派
遣が予定されています。 













































































































・「学長と汗を流そう！角間の里山下草刈り」の実施（6 月 3 日、
























































































＜金沢大学安全衛生活動基本方針 及び 活動目標＞ 
基本方針：教育研究の場にふさわしい、安全で快適な就学・就労環境を整備するための、 
大学の自主的な安全衛生活動の推進 
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（2）2020 年に向けての喫煙対策 
























れていない化学物質を原因とする災害も起きていることにより、2014 年 6 月 25 日に労働安全衛生



























～29才 30～39才 40～49才 50～59才 60才～ 総数
金沢大学の年代別喫煙率の推移
（2013-2017 教職員分）
2013 2014 2015 2016 2017
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9.社会的側面に関する状況 




 【角間キャンパス】201７年 10 月 18 日（水）11:40～12:30 約 4,80０名参加     






  学生・教職員の日頃の防災意識の向上を図る。 
 ・「自分の身を守ることができるのは自分しかいない」ことを 
  自覚し、日常的に避難場所と避難経路を把握する。 
 ・被害を最小限に抑えるための組織的な活動（自衛消防組織の 










 ・電子爆音機と監視カメラの設置（2015 年度） 
 ・オープンキャンパス開催時の職員による構内巡視（2015～2016 年度） 
 ・石川県里山クマフォーラムへの参加（2015 年度） 
 ・クマ鈴の購入（学生留学生宿舎居住者向け）（2016 年度） 










 消火訓練 はしご車による救助活動 
-37-
10.金沢大学概要 











































・ 共同 研 修 セ ンタ ー  
・ 低レ ベ ル 放 射能 実 験施 設  





















理 工 学 域 数物科学類、物質化学類、機械工学類、電子情報学類、環境デザイン学類、 




  人間社会環境研究科、自然科学研究科、医薬保健学総合研究科、先進予防医学研究科、 
  法務研究科、教職実践研究科（2018 年 4 月より、新学術創成研究科が設置され 7 研究科となりました。） 
 その他 











  大学間交流協定校166機関（37か国1地域）、部局間交流協定校68機関（21か国1地域） 



















 ・ 国際基幹教育院では、2016 年度から新カリキュラムとして実施したグローバルスタンダード
（GS）科目の中で、「環境学と ESD」という科目を開講しました。 
 ・ 理工学域では、2015 年度以前の入学者に対して全学共通の「環境・ESD 応用プログラム」を
構成する科目を中心に関連の科目を開講し、環境 ESD 教育を行いました。 
 ・ 大学院３研究科共通科目として「環境・ESD 共通科目」４科目を開講しました。 
 ・ 自然科学研究科（博士前期課程）では、大学院 GS 科目の「環境マネージメント論 A/B」におい
て、環境 ESD 教育を行いました。 
・ 医薬保健学総合研究科（博士課程及び博士後期課程）では、「環境要因による疾病の解明と防止を
担う国際医療人育成コース」を開講しました。 











































 ・ 全学に対し、クールビズ・ウォームビズ及び冷暖房温度適正化の周知徹底を行いました。 
 ・ 理工学域では、ウォームシェアの活動に取組みました。 
 ・ 附属病院では患者や見舞いの方への環境サービス等、病院の業務に支障のない範囲で冷房や暖房
温度の適正化を行いました。 












 ・ 5 月及び 12 月に化学物質の管理に関する講習会を行うとともに、化学物質管理システムについ
ても説明し、7 月及び 11-12 月には環境調査チームによる化学物質の管理に関する現地調査を実
施しました。 
 ・ 環境保全センターでは「化学物質の管理と廃棄物の処理に関する手引書」の改訂を行い、センタ
ーの Web サイトに掲載しました。 
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2017 年度の環境基本計画と実績 




用英語版）を Web サイトで掲載しました。また、4 月の新入学生ガイダンスにおいて、これらの
案内パンフを配布しました。また、Web サイト上にリサイクル掲示板を設置しています。 
 ・ 中央図書館（5 月と 11 月）及び自然科学系図書館（4 月、6 月、1 月）でブックリユース市を
開催し、3,324 冊の本のリサイクルを行いました。 




 ・ 環境報告書を Web サイトで公開したほか、環境報告書ダイジェスト版を新入生のガイダンスを
はじめ学内、学外問わず広く配布し、環境活動についてアピールしました。また、環境や省エネに
関する取組みの状況を随時 Web サイトで公開しました。 
 ・ 人間社会研究域附属地域政策研究センターでは、サステイナビリティ高等研究所 いしかわ・かな
ざわオペレーティング・ユニットと共催で一般公開の国際シンポジウム「暮らしと自然と文化的景
観」（2017 年 8 月 27 日）を開催しました。また、金沢大学能登里山里海研究部門（珠洲市）と





した。また、6 月と 10 月に、環境美化週間等を設け、教職員と学生が協力して構内の環境美化活
動を行いました。 
 ・ 附属図書館の図書館委員会に設置した環境学コレクション整備 WG で、選定方針を検討するとと







 ・ 化学物質の管理に関する講習会で、環境に関連する法令、学内規則等について説明しました。 
・ 「水銀による環境の汚染の防止に関する法律」等の周知を行いました。 
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亞厂 純平、 浅野 秀重、 伊藤 浩二、 亀田 真紀、 神林 康弘、 木林 晴美、 
酒井 郁美、 佐々木 陽平、 清水 健介、 新宅 救徳、 洲崎 義人、 千木 昌人、 
塚脇 真二、 所  正治、 長田 由美子、 西村 友里、 西山 宣昭、 橋本 純一、 
濵島 靖典、 張田  剛、 藤澤 美恵子、 藤本 夏実、 松本 謙一、 三木  理、 
道上 義正、 山本  修                   （五十音順・敬称略） 
 
＜環境報告書編集小委員会委員＞ 
亞厂 純平、 新井 豊子、 市原 あかね、 亀田 真紀、 河崎  浩、 北村 健二、 
洲崎 義人、  千木 昌人、 所  正治、 中川 尚之、 橋本 純一、 張田  剛、
道上 義正                                （五十音順） 
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環境省｢環境報告ガイドライン（2012 年版）」と 
                 ｢金沢大学環境報告書 2018｣の対照表 






1 報告にあたっての基本的要件 環境報告書の作成にあたって 46 
2 経営責任者の緒言 学長メッセージ 1 
3 環境報告の概要 金沢大学概要、2017年度の環境基本計画と実績 38～42 
4 マテリアルバランス マテリアル・フロー（エネルギー・資源や物質の流れ） 20 
「環境マネジメント等の環境配慮経営に関する状況」を表す情報・指標 
1 環境配慮の方針、ビジョン及び事業戦略等 金沢大学環境方針、金沢大学環境基本計画 ２～３ 
2 組織体制及びガバナンスの状況 
2-(1) 環境配慮経営の組織体制等 環境マネジメントへの取組み 4 
2-(2) 環境リスクマネジメント体制 リスクマネジメント体制 5 
2-(3) 環境に関する規制等の遵守状況 法令遵守の状況 34 
3 ステークホルダーへの対応の状況 
3-(1) ステークホルダーへの対応 環境コミュニケーションの状況 13～15 
3-(2) 環境に関する社会貢献活動等 地域・社会貢献活動 16～19 
4 バリューチェーンにおける環境配慮等の取組状況 
4-(1) バリューチェーンにおける環境配慮の取組方針、戦略等 バリューチェーンの活動、学生活動 28～32 
4-(2) グリーン購入・調達 グリーン購入の推進 27 
4-(3) 環境負荷低減に資する製品・サービス等 環境に関する教育と研究 6～12 
4-(4) 環境関連の新技術・研究開発 環境に関する教育と研究 6～12 
4-(5) 環境に配慮した輸送 エネルギーの消費等に伴う温室効果ガス（二酸化炭素）の排出と抑制策、 公共交通機関の利用促進 26～27 
4-(6) 環境に配慮した資源・不動産開発／投資等 － － 
4-(7) 環境に配慮した廃棄物処理／リサイクル 廃棄物の排出抑制と再資源化（リサイクル） 24 
「事業活動に伴う環境負荷及び環境配慮等の取組に関する状況」を表す情報・指標 
1 資源・エネルギーの投入状況 
1-(1) 総エネルギー投入量及びその低減対策 エネルギー消費 21～22 
1-(2) 総物質投入量及びその低減対策 マテリアル・フロー（エネルギー・資源や物質の流れ） 20 
1-(3) 水資源投入量及びその低減対策 水資源の利用状況 23 
2 資源等の循環的利用の状況 廃棄物の排出抑制と再資源化（リサイクル） 24 
3 生産物・環境負荷の産出・排出等の状況 
3-(1) 総製品生産量又は総商品販売量等 － － 
3-(2) 温室効果ガスの排出量及びその低減対策 金沢大学のフロン排出抑制法への対応、エネルギーの消費等に伴う温室 効果ガス（二酸化炭素）の排出と抑制策、公共交通機関の利用促進、 25～27 
3-(3) 総排水量及びその低減対策 水資源の利用状況 23 
3-(4) 大気汚染、生活環境に係る負荷量及びその低減対策 大気汚染物質の排出と抑制策 23 
3-(5) 化学物質の排出量、移動量及びその低減対策 化学物質の適正管理と特定化学物質の排出・移動量 25 
3-(6) 廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量及び総排水量及びその低減対策 廃棄物の排出抑制と再資源化（リサイクル）、PCB廃棄物 24 
3-(7) 有害物質等の漏出量及びその防止対策 法令遵守の状況 34 
4 生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用状況 角間里山本部の取組み 33 
「環境配慮経営の経済・社会的側面に関する状況」を表す情報・指標 
1 環境配慮経営の経済的側面に関する状況 － － 
2 環境配慮経営の社会的側面に関する状況 金沢大学における安全衛生への取組み 35～36 
その他の記載事項等 
1 後発事象等 該当箇所に記載  
2 環境情報の第三者審査等 環境報告書2018に対する内部評価 45 
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環境報告書 2018 に対する内部評価 




























































本学の各種データは、下記の金沢大学 Web サイトからご覧いただけます。 
http://www.kanazawa-u.ac.jp/university/ 
 
また、本報告書は、下記の金沢大学 Web サイトで公表しています。 
http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/ad_sisetu/kankyou/torikumi.html 
 
本報告書についてのご意見・ご感想等は、下記までお寄せ下さい。   
     〒920-1192 
     石川県金沢市角間町 金沢大学施設部施設企画課 
     TEL:076-264-6180 FAX:076-234-4030 
          e-mail: faunei@adm.kanazawa-u.ac.jp  
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